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教育最前線

運
動
時
間
の

二
極
化
が
進
む

　

文
部
科
学
省
が
毎
年
発
表
し
て
い

る
「
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、運
動
習

慣
等
調
査
」に
よ
る
と
、小
・
中
学
生
の

走
・
跳
・
投
と
い
っ
た
基
礎
的
な
運
動
能

力
や
筋
力
は
昭
和
60（
1
9
8
5
）年

前
後
を
ピ
ー
ク
に
低
下
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
。さ
ら
に
、柔
軟
性
や
敏
し
ょ

う
性
な
ど
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
能

力
も
低
下
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、運
動
時
間
が
二
極
化
し
て

お
り
、昨
年
度
の
デ
ー
タ
で
は
さ
ら
に

進
ん
で
い
ま
す
。
1
週
間
の
総
運
動

時
間（
体
育
の
授
業
以
外
）が
「
60
分

未
満
」
と
答
え
た
割
合
は
小
学
5
年

生
男
子
9
％
、女
子
21
％
、中
学
2
年

生
で
は
男
子
10
％
、女
子
30
％
で
し
た
。

と
り
わ
け
二
極
化
が
目
立
つ
の
が
女

子
中
学
生
で
、部
活
動
な
ど
で
運
動
を

毎
日
す
る
生
徒
と
そ
う
で
な
い
生
徒

で
は
、は
っ
き
り
分
か
れ
る
よ
う
で
す
。

当
然
な
が
ら
、運
動
時
間
が
少
な
い
児

童
生
徒
は
体
力
テ
ス
ト
の
合
計
点
も

低
い
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

体
力
低
下
が

心
身
に
及
ぼ
す
影
響

　

体
力
・
運
動
能
力
が
低
下
し
、運
動

量
が
著
し
く
減
少
し
て
し
ま
っ
た
現
在

の
子
ど
も
た
ち
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
生
じ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、顔
の
擦

り
傷
や
切
り
傷
、手
首
の
骨
折
と
い
っ

た
け
が
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の

理
由
と
し
て
、遊
び
や
運
動
の
経
験
が

少
な
い
た
め
転
び
方
を
知
ら
ず
に
大
き

く
な
り
、自
分
の
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
い
、動
き
の
不
器
用
な
子
ど
も

が
増
え
て
き
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、文
部
科
学
省
の「
学
校
保
健

統
計
調
査
報
告
書
」に
よ
る
と
、肥
満

傾
向
に
あ
る
小
学
6
年
生
は
男
女
共

に
30
年
前
の
3
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

一
方
、痩
せ
過
ぎ
の
子
ど
も
も
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。同
様
に
、痩
せ
傾
向

の
中
学
1
年
生
は
男
女
共
、30
年
前
の

2
～
3
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。肥
満
は

生
活
習
慣
病
と
関
係
す
る
大
き
な
問

題
で
す
。し
か
し
、成
長
期
の
無
理
な

ダ
イ
エ
ッ
ト
も
ま
た
、体
調
を
崩
し
た

り
、大
人
に
な
っ
て
か
ら
健
康
に
支
障

を
来
し
た
り
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

遊
び
時
間
の
減
少
も

要
因
の
一
つ

　

体
力
低
下
の
直
接
的
原
因
は
、生
活

の
中
で
体
を
動
か
す
「
身＊

体
活
動
」の

低
下
に
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

身
体
活
動
量
が
十
分
に
保
た
れ
て
い

れ
ば
体
力
低
下
は
防
げ
、逆
に
体
力
が

向
上
す
る
こ
と
は
多
く
の
研
究
デ
ー

タ
が
証
明
し
て
い
ま
す
。で
は
、子
ど

も
た
ち
の
身
体
活
動
量
は
な
ぜ
低
下

し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
こ
と
に
は
子
ど
も
の
運
動
と

遊
び
の
時
間
の
減
少
が
大
き
く
関

わ
っ
て
い
ま
す
。子
ど
も
が
楽
し
く
遊

ぶ
た
め
に
は
、時
間
・
空
間
・
仲
間
の
三

つ
の
「
間
」
が
必
要
で
す
。今
の
小
学

生
の
放
課
後
の
遊
び
時
間
は
約
50
分

で
、し
か
も
屋
外
で
遊
ん
で
い
る
子
ど

も
は
わ
ず
か
で
す
。さ
ら
に
遊
び
仲
間

が
限
定
さ
れ
て
お
り
、塾
や
習
い
事
の

な
い
日
は
家
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
て
体

を
動
か
す
こ
と
な
く
、携
帯
電
話
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
夢
中
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
の
生
活
環
境

の
変
化
や
生
活
習
慣
の
変
容
の
原
因

は
、便
利
さ
や
効
率
化
を
追
求
し
て
き

た
私
た
ち
大
人
が
つ
く
り
上
げ
た
、現

代
社
会
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
そ
の
も
の

に
あ
る
と
い
え
ま
す
。子
ど
も
た
ち
は

体
力
低
下
の
み
な
ら
ず
、ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
も
乱
れ
、心
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
抱
え
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

楽
し
み
な
が
ら

体
を
動
か
す
こ
と
が
大
切

　

文
部
科
学
省
は
女
子
中
学
生
の
運

動
時
間
を
増
や
す
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、①
保
健
体
育
授
業
の
充
実

子 ど も の 体 力
子どもの体力低下の問題が指摘されて久しいですが、

その傾向に歯止めはかかっていません。
問題の背景には子どもの生活環境の変化や
生活習慣の変容が挙げられており、
体力アップに向けて学校だけでなく、

家庭や地域も一体となって取り組んでいく必要があります。

行動開発系教育コース准教授
上
かみ

原
はら

禎
よし

弘
ひろ
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②
運
動
部
活
動
の
工
夫
③
自
分
の
体

と
向
き
合
い
、生
活
習
慣
を
見
直
す
機

会
の
提
供
④
仲
間
の
励
ま
し
、周
囲
の

大
人
の
励
ま
し
⑤
体
力
測
定
の
活
用

を
挙
げ
て
い
ま
す【
表
】。

　

 

ま
た
、あ
の
手
こ
の
手
で
子
ど
も
が

運
動
す
る
機
会
を
増
や
そ
う
、体
力
を

高
め
よ
う
と
し
て
い
る
学
校
や
教
育
委

員
会
の
実
践
例
を
み
て
み
る
と
、「
楽

し
み
な
が
ら
体
を
動
か
す
こ
と
」
が

キ
ー
に
な
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
す
。

　

学
校
や
家
庭
、地
域
が
連
携
し
、子

ど
も
た
ち
が
楽
し
く
運
動
す
る
機
会

を
持
ち
、体
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

子 ど も の 体 力

＊身体活動…運動だ
けでなく、日常生活で
体を動かすことの全て
を指す。家事や労働
をはじめ、趣味、レジャ
ー、ボランティア活動
なども身体活動の対
象と捉えられている。

項目 要素（副要素）
小５男子 小５女子

H21 H22 H23 H21 H22 H23

握力 筋⼒ ● ● ● ● ● ●

上体起こし 筋持久⼒�
（筋力・瞬発力） ▼ ● ▼ ▼ ▼ ▼

長座体前屈 柔軟性 ● ● ● ● ● ●

反復横跳び 敏しょう性�
（筋持久力） ● ● ▼ ● ▼ ▼

シャトルラン・�
持久走

全⾝持久⼒�
（筋持久力） ▼ ● ● ▼ ● ▼

５０m走 瞬発力(敏しょう性・
筋力・柔軟性) ● ● ● ● ● ●

立ち幅跳び 瞬発力�
（筋力・柔軟性） ◦ ● ◦ ● ● ◦

ボール投げ 瞬発力�
（筋力・柔軟性） ● ● ● ● ● ●

◦…全国平均を上回る　　●…全国平均と同程度　　▼…全国平均を下回る

【男子】

▶立ち幅跳び（瞬発力）が全国平均を上回っている

▶�上体起こし（筋持久力）、反復横跳び（敏しょう性）が全国平均を下回っており、課題が

ある

【女子】

▶長座体前屈（柔軟性）が全国平均を若干上回っている

▶�上体起こし（筋持久力）、反復横跳び（敏しょう性）、シャトルラン（全身持久力）が全国

平均を下回っており、課題がある

【表】A市児童体力・運動能力調査結果
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わが子の
体力アップに向け
何をすれば
いいか
「子どもの時の運動は一生の身体をつくる」と言われます。「体力」
は人生の基盤であり、「体力」があって初めて「学力」は長い人生
に生かされます。子どもの体力向上には保護者の関わりが欠かせ
ません。「わが子の運動との付き合い方」はどのタイプかを知り、
家族で体力向上に取り組みましょう。

教育最前線

学 校 現 場 の 実 践 例

小学校教員養成特別コース准教授
筒
つつ

井
い

茂
しげ

喜
き

扌昨年の「うれしのカーニバル」

運動に親しむには
いかに夢中にさせるかが大切

体育の学習では、子どもたちを「単元」で育てるということを大

切にしています。「この単元が終わるころにはこうなっていて

ほしい」という目標を明確に持ち、そこから逆算して授業を計画します。

そうすることで一つ一つの指導が意図的になり、結果、子どもが「で

きる」喜びを感じられるようになります。

　附属小学校では毎年9月に運動会「うれしのカーニバル」を開催

しています。子どもたちは縦割りで赤、黄、青の3組に分かれ、優勝を

目指して運動に「夢中」になり、歓喜の声を上げ、時に涙を見せます。�

このような子どもの姿が表出される背景の一つに、6月から始まる「う

れしのスポーツ」があります。

　うれしのスポーツは3組で綱引き、大玉運びリレー、玉入れを競い

合うもので、その結果がカーニバルの持ち点に反映されます。勝つた

めのこつを6年生が下の学年に教える活動を取り入れることで、「勝

ち」にこだわる雰囲気がつくられるとともに、ライバルと競い合う「楽し

さ」が生まれ、相手を尊重する心が育まれます。これからも、「夢中」に

なるからこそ感じる「楽しさ」を子どもたちに経験させていきたいです。兵庫教育大学附属小学校教諭
吉
よし

田
だ

崇
たか

朗
あき

さん

子どもの年齢は
❶ 8歳以下

❷ 9歳〜12歳

❸ 13歳以上

遊び時間は
❶ 毎日60分以上

❷ 週2、3日で各60分以上

❸ ほとんど遊ばない

体を動かす時間は
（お手伝いや階段の

上り下りなども含む）
❶ 毎日60分以上

❷ 週2、3日で各60分以上

❸ ほとんど動かさない

1週間の 
運動時間は
❶ 420分以上

❷ 60分以上420分未満

❸ 60分未満
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遊び方は
❶ 友達といろいろな遊びをする

❷� 習い事（スイミングなど）以外は�
 あまり遊ばない

体の動かし方は
❶ 友達との遊びや習い事

❷ 習い事以外はあまり動かさない

生活習慣は
❶� 毎日朝食を摂り、�
 睡眠時間は8時間以上

❷� 朝食を抜くことがあり、�
 睡眠時間は8時間未満

家族のスポーツへの 
関心は
❶� 家族でスポーツについて�
 話したり、観たりする

❷ �家族でスポーツを楽しむことは�
 少ない

運動への 
取り組み方は
❶� 目標を設定し、�
 自発的に取り組んでいる

❷ 何となく取り組んでいる

生活習慣は
❶� 毎日朝食を摂り、�
 睡眠時間は6〜8時間

❷� 朝食を抜くことがあり、�
 睡眠時間は6時間未満

家族のスポーツへの 
関心は
❶� 家族でスポーツについて�
 話したり、観たりする

❷� 家族でスポーツについて話したり、
　 観たりすることは少ない

Ⅰ型

体を動かすことが楽しく、いろいろな遊びに親しんでいると思
われます。これからも、友達との＂群れ遊び＂を楽しめる時間、
場所を確保して、さまざまな動き方が身に付く環境を与えてあ
げましょう。

Ⅱ型

活動量がやや不足気味または特定の遊びや運動に偏って
いるようです。特定の動きばかりを繰り返すのではなく、さまざ
まな動き方を身に付けることが大切です。＂群れ遊び＂を楽し
む機会を増やしましょう。

Ⅲ型

家のお手伝いや保護者との外出など、体を動かす機会を増
やすとともに、保護者と楽しく体を動かす時間をつくりましょ
う。新聞紙を使った紙風船遊びなど、身近な物を使っても楽
しく遊べることを伝えましょう。

Ⅳ型

運動する喜びを感じ、運動の習慣が身に付いているようで
す。まだこの時期は、特定の運動に偏るよりも複数の運動に
親しむ方が好ましいといえます。例え、一つの運動でも、その
中で多様な動きができるようにしましょう。

Ⅴ型

活動量がやや不足気味または運動の種目が少し偏っている
ようです。さまざまな運動に親しめるよう、友達と遊ぶ時間と
場所を整えてあげましょう。スポーツ観戦など、家庭で運動や
スポーツに触れる機会を増やしましょう。

Ⅵ型

生活習慣がやや乱れ、活動量も不足気味のようです。「朝
食抜き」「睡眠不足」は体力を低下させるといわれています。
毎日朝食を摂り、8時間以上の睡眠を取るようにしましょう。
休日は親子で一緒に朝食を作ってみてはいかがでしょう。

Ⅶ型

運動への関心が高く、目標を設定して取り組んでいると思わ
れます。ただ、身長の発育が著しいこの時期、過度のウエイト
トレーニングは骨の成長を抑制し、変形を招く恐れがありま
す。トレーニングは持久的な要素を多く含んだものにし、パワ
フルな動きは身長の発育が終わってから身に付けましょう。

Ⅷ型

体力テストの結果を基に、どの体力要素をどのくらい高めれ
ばいいのかを考えるなど、目標を決めて運動に取り組んでみ
ましょう。また、クラブ日誌など自分の技能、体力の向上を記
録し、日々の練習方法を考えてみましょう。

Ⅸ型

ネットやゲーム等の時間を1日3時間以内にし、睡眠に6〜8
時間は充てましょう。毎日、朝食をしっかり摂り、基本的な生
活習慣を確立することが大切です。休日は家族でウオーキ
ングやレクリエーション的なスポーツで汗を流してみては。ス
ポーツ観戦もいいでしょう。

幼児期〜児童期前半
（5歳頃〜8歳頃）
神経系の発達が著しく、「動
きの巧みさ（上手に体を動か
す力）」「力の加減（上手に力
をコントロールする）」を身に
付けるのに適した時期といえ
ます。この時期は特定の遊
びや運動に偏るよりも、いろ
いろな遊びや運動を通して
体を動かす楽しさを感じさせ、
多様な動きができるようにす
ることが大切です。また、遊び
や運動から得る成功体験に
よって何事にも意欲的に取
り組む態度が、友達との＂群
れ遊び＂によって人との協調
性が養われます。

中学生期
（13歳頃〜15歳頃）
ホルモンの分泌が著しく増加
し、呼吸器・循環器系の発達
に加え、骨格筋系の急速な
発達を迎えます。持久力が向
上し、瞬発系の筋肉が発達す
ることで、児童期に身に付け
た動きがよりスピーディーに、
長時間続けてできるようになり
ます。自分の技能、能力を客
観的に分析し、自己の目標達
成に向けて練習内容を考え、
根気強く努力できるようになり
ます。また、生涯スポーツに向
け、専門とする種目を選択す
る時期でもあります。

児童期後半
（9歳頃〜12歳頃）
身長、体重が比較的安定し
て発育します。幼児期からの
神経系の発達がほぼ完成
し、児童期前半までに身に
付けた動きから「力み」「無駄
な動き」が取り除かれ、滑ら
かで洗練された動きに高まっ
ていきます。また、決められ
たルールの中で技能を競い
合ったり、難しい技術や動き
を習得したりすることに喜び
を感じます。自分の目標を設
定し、それに向けた努力がで
きるようになります。
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研究レポート
research study report

現
代
の
美
術
は
驚
く
べ
き
多

様
化
を
極
め
、そ
れ
に
伴

い
美
術
教
育
も
次
々
と
変
化
し
て

い
ま
す
。そ
ん
な
中
、造
形
力
重

視
の
考
え
は
後
退
、昨
今
で
は
造

形
を
苦
手
と
す
る
子
ど
も
が
増

加
し
、美
術
と
は
何
か
、図
工
・
美

術
と
は
ど
ん
な
教
科
か
と
い
う
議

論
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

本
研
究
で
は
古
来
、絵
画
・
彫

塑
を
ま
た
ぐ「
具
象
的
表
現
」を

テ
ー
マ
と
し
た
授
業
科
目
を
構

想
す
る
こ
と
で
、そ
の
内
容
・
教

育
的
意
義
、基
礎
事
項
等
を
見
い

だ
し
た
い
と
考
え
、次
の
約
20
時

間
の
モ
デ
ル
授
業
の
構
想
、実
践
、

検
証
を
行
い
ま
し
た
。

①
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
─
塊
の
構
築
─

②
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
─
把
握
─

③
記
憶
と
再
現

④
都
市
を
作
る
・
描
く

⑤
人
体
の
美
と
構
造

⑥
講
義「
具
象
」

⑦
絵
画
・
彫
塑
─
具
象
実
技
─

　

①
で
は
彫
刻
も
デ
ッ
サ
ン
も
本

質
は
塊
の
構
築
に
あ
る
と
い
う
表

裏
性
に
着
目
、紙
面
デ
ッ
サ
ン
か

ら
彫
刻
へ
、ま
た
そ
の
逆
へ
と
、こ

の
本
質
が
往
還
的
に
学
べ
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。②
で
は
物
体
の
寸

法
、位
置
、方
向
、断
面
の
形
状

把
握
等
の
能
力
向
上
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
考
案
。
③
で
は
描
写
・
再

現
と
記
憶
の
関
わ
り
を
テ
ー
マ
と

し
ま
し
た
。④
で
は
彫
塑
の
姉
妹

た
る
建
築
や
環
境
デ
ザ
イ
ン
の
初

歩
学
習
を
含
ま
せ
た
討
議
を
交

え
、塊
を
操
作
し
て
箱
庭
で
都
市

を
構
想
さ
せ
、そ
の
内
容
を
デ
ッ

サ
ン
さ
せ
ま
し
た
。
⑤
で
は
人
体

の
骨
格
標
本
と
粘
土
で
の
美
術

解
剖
学
の
授
業
を
考
案
。⑥
で
は

諸
芸
術
の
比
較
、歴
史
的
変
遷

や
多
様
性
、人
間
の
成
長
や
現
代

の
教
育
的
課
題
等
と
照
合
し
た

講
義
を
各
領
域
か
ら
行
い
ま
し
た
。

⑦
で
は
人
物
モ
デ
ル
を
用
い
、絵

画
と
彫
塑
の
相
互
補
完
性
に
着

目
、双
方
の
制
作
に
取
り
組
ま
せ

ま
し
た
。

　

具
象
や
デ
ッ
サ
ン
は
技
術
よ
り

も
、も
の
の
見
方
、考
え
方
を
学

ぶ
こ
と
で
す
。万
物
の
仕
組
み
を

見
て
、作
品
設
計
を
考
え
、自
由

や
可
能
性
を
見
る
一
方
、秩
序
や

原
理
・
法
則
を
知
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
巨
視
／
微
視
的
に
見
た

り
、多
面
的
に
見
た
り
、時
に
視

点
を
変
え
る
ほ
か
、構
造
／
体
系

／
関
係
で
事
象
や
作
品
を
考
え

ま
す
。ま
た
、客
観
と
主
観
・
直
観

を
往
還
整
理
し
、事
象
を
深
く

感
取（
感
性
）し
、空
間
芸
術
た
る

本
質
に
精
通（
悟
性
）し
、ど
う
感

じ
さ
せ
る
か
思
考
工
夫
を
凝
ら
し
、

あ
あ
な
れ
ば
こ
う
な
る
、こ
う
す

れ
ば
あ
あ
な
る
と
造
形
的
に
操

作
・
思
考（
理
性
）し
、課
題
解
決

へ
の
妥
当
性
の
あ
る
ス
ム
ー
ズ
な

道
筋
を
多
角
的
に
考
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
古
今
東
西
を
知
り
、常

に
自
他
を
客
観
し
、そ
し
て
諸
科

学
、あ
る
い
は
全
人
的
人
間
形
成

と
の
蜜
月
同
化
を
図
り
、一
層
の

展
開
を
得
る
と
い
う
も
の
で
す
。

本
研
究
を
通
し
、当
領
域
の
内
容

学
的
な
基
礎
体
系
や
基
本
事
項
、

教
育
的
価
値
・
位
置
付
け
等
が
一

層
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

扌

➡
ダ・ヴ
ィ
ン
チ
の
素
描
に
は
構
造
と
設
計

が
う
か
が
え
ま
す

（
平
成
23
～
25
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
挑
戦
的
萌
芽
研
究
に
採
択
）

教
育
学
部
美
術
科
に
お
け
る
領
域
横
断
的
授
業

「
具
象
表
現
」の
構
想 

─
絵
画・彫
塑
領
域
か
ら
─

扌「⑤人体の美と構造」では、粘土を使って人体の解剖学を演習しました

扌「④都市を作る・描く」では、いずれの取り組みも平面・立体
の造形を往還させました

このページでは日本学術振興会の科学
研究費助成事業で採択された研究を紹
介します。同助成事業は、全ての分野の
「学術研究」を格段に発展させることを
目的に、独創的・先駆的な研究に対し
て助成を行うものです。基盤研究、挑戦
的萌芽研究、若手研究などに分かれて
おり、挑戦的萌芽研究は1人または複
数の研究者が共同で行う芽生え期の
研究が対象。研究期間は3～5年です。

前
まえ

芝
しば

武
たけ

史
し 文化表現系教育コース

［芸術系教育分野（美術）］・
小学校教員養成特別コース准教授

初
はつ

田
だ

隆
たかし

文化表現系教育コース
［芸術系教育分野（美術）］・
小学校教員養成特別コース教授

淺
あさ

海
うみ

真
ま

弓
ゆみ

文化表現系教育コース
［芸術系教育分野（美術）］准教授

共同
研究者
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ZOOM
IN

Q&A
先
生
は
認
定
こ
ど
も
園
の
設

置
を
推
奨
さ
れ
て
い
る
と
聞

き
ま
す
。

長
年
、保
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

研
究
し
て
き
て
、両
親
が
共
働

き
か
ど
う
か
で
幼
稚
園
か
保
育

所
か
に
振
り
分
け
る
の
で
は
な
く
、地
域

の
同
年
代
の
子
ど
も
は
同
じ
場
所
で
保

育
を
受
け
る
の
が
理
想
的
だ
と
い
う
考

え
に
行
き
着
き
ま
し
た
。で
す
か
ら
、平

成
18（
２
０
０
６
）年
の
認
定
こ
ど
も
園

制
度
の
ス
タ
ー
ト
は
と
て
も
喜
ば
し
い
こ

と
で
し
た
。
幼
保
一
体
化
を
進
め
る
自

治
体
の
依
頼
で
、今
年
度
か
ら
幼
稚
園

教
諭
と
保
育
士
に
対
し
て
講
師
を
務
め

て
お
り
、幼
稚
園
、保
育
所
双
方
で
の
実

地
研
修
な
ど
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
が
教
育
面
に
も

た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
は
。

教
育
の
質
が
高
い
レ
ベ
ル
で
一

定
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

幼
稚
園
で
は
園
児
が
帰
っ
た
後

に
園
内
研
修
を
し
ま
す
が
、保
育
所
は

保
育
時
間
が
長
い
た
め
、幼
稚
園
ほ
ど

十
分
に
時
間
を
取
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

幼
稚
園
と
保
育
所
が
合
併
し
て
で
き
た

認
定
こ
ど
も
園
な
ら
ば
、保
育
者
が
増

え
る
こ
と
で
、研
修
の
機
会
が
平
等
に

与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

保
育
の
道
に
進
み
た
い
と
考
え

て
い
る
学
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
は
。

学
生
た
ち
が
子
ど
も
と
遊
ん
で

い
る
様
子
を
見
て
い
る
と
、型

に
は
ま
っ
て
い
る
と
言
う
か
、み

ん
な
同
じ
よ
う
な
遊
び
を
し
て
い
ま
す
。

常
日
頃
か
ら
子
ど
も
の
こ
と
を
意
識
し

な
が
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
触
れ
る
こ

と
で
、保
育
者
と
し
て
の
引
き
出
し
が
増

え
、個
性
が
磨
か
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

先生に質問！

いつもバッグに入れているのが、妹の家で飼
っているトイプードルとポメラニアンの写真。妹
と同居する90歳の父は2匹にメロメロという。
「昔は室内犬が嫌いだったのに、今はかわい
くて仕方がないよ
うです」。餌以外
にも食べ物を与え
ているらしく、「帰
省するたびに2匹
とも丸くなって、抱
きかかえるとずしり
と重いんです」。

父の溺愛でメタボ気味の犬

研究室の書棚には、学生からプレゼントされた
コーヒーカップがいくつも並ぶ。花柄が多いの
は、「私がシンプルなデザインを好むので、もっ
と女性っぽい物も使ってくださいという意味が
あるようです」。
ちなみに一番
のお気に入り
は花柄ではな
く、スナフキン
のカップ。ニヒ
ルなたたずま
いに引かれる
そうだ。

スナフキンでティータイム

愛読のきっかけは転倒

「腰にやさしい椅子がないかしら?」と研究支
援課にリクエストし、今年3月に研究室に入れ
てもらった。背もたれの腰が当たる部分に付い
たエアバッグに、骨盤の位置を安定させる機
能があるとか。
「おかげで長
時間のデスク
ワークもずい
ぶんと楽にな
りました」と大
満足の様子。

エアバッグ付きの椅子

推理小説が好き。最近愛読している松岡圭祐
の作品との出合いは2年前、実習先の幼稚園
で竹馬から落ちて股関節を骨折した際、妹が差
し入れてくれたのがきっかけ。「入院中はするこ
とがないからずっと読んでいました。今では新刊
が出るたびに買っています」

ドイツの教育者、フレーベルが1838年に考案
した「恩物」と呼ばれる教育的遊具は、保育カ
リキュラムを研究する上で欠かせないアイテ
ム。積み木の原形に当たり、さまざまな形のパ
ーツが子どもの創造力を育むのに効果的とい
う。「授業では昔の遊び方を紹介するとともに、
学生たちに自
分ならどのよう
に使うかを考え
させます」

幼年教育の必須教材

QQQ AAA

幼年教育コース
橋
はし

川
かわ

喜
き

美
み

代
よ

 教授
大阪府出身。昭和50（1975）年、大阪教育大学を
卒業。平成9（1997）年、大阪市立大学博士課程
前期修了。上越教育大学講師、鳴門教育大学教
授などを経て、23（2011）年から現職。主な研究分
野は保育カリキュラム。幼稚園や保育所、認定こど
も園の保育形態を考察し、乳幼児期にふさわしい
生活環境について研究している。授業は「幼児教
育課程・保育計画論」（学部）、「幼年期のカリキュ
ラム論と保育・教育方法」（修士課程）などを担当。

こ の 先 生 に ズ ー ム イ ン
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同窓生からの手紙letters from ob

問兵庫教育大学都道府県連携推進本部　30795・44・2406　50795・44・2376　Hyokyo-net ▶▶▶htt p://www.hyokyo.net

▶同窓会・都道府県連携推進本部からのお知らせ

第34回大学院同窓会総会・研究大会in山口の開催
大学院同窓会総会は各都道府県支部の持ち回りとしており、今年は山口県
で開催します。詳細については「Hyokyo-net」をご覧ください。

◎開催日	 8月9日㊏・10日㊐
◎会場	 セントコア山口（山口市）
◎内容	 修了生の教育実践研究活動等に係る表彰、教育実践発表

講演（講師:加治佐哲也学長、上田俊成松陰神社宮司）�
松下村塾、萩明倫館などの見学

草を見ずして草をとる
教育のプロ中のプロに

昔
の
格
言
に
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　
「
下
農
は
、草
を
見
て
草
を
と

ら
ず
。
中
農
は
、草
を
見
て
草
を

と
る
。
上
農
は
、草
を
見
ず
し
て

草
を
と
る
」

　

こ
の
言
葉
は「
ア
マ
チ
ュ
ア
以

下
の
者
は
畑
に
雑
草
が
生
え
て

い
る
の
を
見
て
も
抜
き
取
ろ
う

と
し
な
い
が
、プ
ロ
中
の
プ
ロ
と

も
な
る
と
前
も
っ
て
雑
草
が
生

え
な
い
よ
う
な
方
策
を
取
る
」と

い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
教
育
現
場
に
例
え
る

と
、ア
マ
チ
ュ
ア
以
下
の
教
員
は

「
目
の
前
で
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

子
が
い
る
の
に
叱
ら
な
い
」と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
プ
ロ

の
教
員
た
る
者
は「
普
段
か
ら

い
じ
め
が
起
き
な
い
よ
う
な
学

級
づ
く
り
を
し
て
お
く
」と
い
う

こ
と
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
す
。

　

当
然
、
兵
教
生
の
皆
さ
ん
は

プ
ロ
中
の
プ
ロ
を
目
指
し
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
大
学
で
し
っ
か
り
学
び
遊
ん
で
、

教
員
と
し
て
の
土
台
を
し
っ
か
り

と
育
て
て
く
だ
さ
い
ね
。

扌
先
日
、2
年
生
の
国
語
の
授
業
を
し
ま
し
た

芦屋市立打出浜小学校教頭
俵
たわら

原
はら

正
まさ

仁
ひと

さん

西宮市出身。昭和61（1986）年、学校教育学部自然系コースを
卒業後、佐用郡の公立小学校に勤務。平成元（1989）年に勤
務地を芦屋市に移す。近著に「プロ教師のクラスがうまくいく『叱
らない』指導術」（学陽書房）。

専門外の分野も学び
＂知の森＂の探索を

鹿
児
島
県
の
公
立
高
校
に
20

年
ほ
ど
勤
務
し
た
後
、県

の
派
遣
研
修
生
と
し
て
兵
教
大

の
大
学
院
に
入
学
し
ま
し
た
。教

員
経
験
を
経
て
の
学
生
生
活
で

は
、教
科
面
で
の
専
門
的
な
知
識

や
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
シ
ー
ン
で
の

実
践
的
な
対
応
な
ど
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

在
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、専
門

の
教
科
や
学
問
を
深
め
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、専
門
外
の
分
野
も
で
き

る
限
り
学
ぶ
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。私
は
近
代
文
学
を
専
攻
し
ま

し
た
が
、英
文
学
や
言
語
学
、身

体
表
現
な
ど
の
授
業
も
受
け
る

こ
と
で
、知
ら
な
か
っ
た
世
界
や

発
想
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
自
分
が
い
か
に
狭
い

視
野
で
物
事
を
考
え
て
い
た
か
を

痛
感
し
ま
し
た
。

　

人
は
幼
い
こ
ろ
に
さ
ま
ざ
ま
な

味
を
経
験
し
て
い
る
ほ
ど
、味
覚

が
繊
細
に
な
る
と
い
い
ま
す
。
教

員
を
目
指
す
皆
さ
ん
も
大
学
や

大
学
院
で“
知
の
森
”を
探
索
し
、

よ
り
広
く
深
み
の
あ
る
知
の
枠
組

み
を
習
得
し
、こ
の
世
界
の
切
り

取
り
方
を
児
童
生
徒
に
還
元
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

扌
放
課
後
に
古
典
の
個
別
指
導
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

鹿児島県立出水高校教諭
猪
いの

八
や

重
え

寛
ひろし

さん

鹿児島県出身。平成元（1989）年に鹿児島大学を卒業後、鹿
児島県の公立高校の教諭に。平成19（2007）年、修士課程言
語系コース（国語分野）に入学。修了後、現任校に着任。今年度
は進路指導に携わっている。
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「

教
育
大
学
で
す
か
ら
、学
び

を
高
め
合
う
機
会
は
も
っ

と
必
要
だ
と
思
っ
た
の
で
す
」

　

教
育
に
つ
い
て
語
り
合
う
場

「
教
育
ビ
ル
ド
」を
主
宰
し
て
1

年
に
な
る
。「
議
論
を
積
み
重
ね

る
」と
い
う
意
味
で
名
付
け
た
会

は
水
曜
夜
、附
属
図
書
館
で
開
催
。

議
論
の
テ
ー
マ
は
前
も
っ
て
設
定
せ

ず
、当
日
に
決
め
る
の
が
ル
ー
ル
だ

と
い
う
。

　
「
授
業
や
実
習
で
学
ん
だ
こ
と
、

気
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
タ
イ
ム
リ
ー

な
話
題
を
選
ぶ
よ
う
に
し
て
い
ま

す
」

　

こ
れ
ま
で
に
採
用
さ
れ
た
テ
ー

マ
は「
保
護
者
対
応
」「
左
利
き
の

子
ど
も
へ
の
配
慮
」な
ど
具
体
的

な
課
題
か
ら
、「
教
育
と
は
何
か
」

と
い
っ
た
概
念
的
な
も
の
ま
で
幅

広
い
。「
回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加

者
が
増
え
て
き
ま
し
た
。み
ん
な
の

発
言
を
聞
き
、こ
ん
な
考
え
方
も

あ
る
の
か
と
、ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る

瞬
間
が
一
番
楽
し
い
で
す
ね
」

　

3
歳
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
、高

校
時
代
に
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出

場
。し
か
し
、強
豪
大
学
へ
の
進

学
は
か
な
わ
ず
、兵
教
大
に
入
学

後
は
教
育
関
係
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
従
事
し
、学
内
で
も「
好
き
な

本
を
紹
介
し
合
う
会
」や
、課
外

活
動
に
取
り
組
む
学
生
を
集
め
た

「
情
報
交
換
交
流
会
」な
ど
を
開

い
て
き
た
。

　
「
サ
ッ
カ
ー
を
や
め
る
の
は
大
き

な
決
断
で
し
た
が
、兵
教
大
で
は
4

年
間
を
学
び
に
関
す
る
活
動
に
充

て
た
方
が
得
る
も
の
は
大
き
い
だ
ろ

う
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
」

　

教
育
ビ
ル
ド
が
自
身
の
過
去

の
学
内
活
動
と
異
な
る
の
は
、仲

間
と
一
緒
に
立
ち
上
げ
た
こ
と
だ
。

「
自
分
が
抜
け
て
も
継
続
で
き
る

も
の
に
し
た
か
っ
た
の
で
す
。僕
た

ち
の
代
が
卒
業
し
た
後
は
、後
輩

が
語
り
合
う
場
を
引
き
継
い
で
く

れ
た
ら
」と
願
う
。

　

学
生
の
研
究
や
活
動
の
発
信

を
目
的
に
教
材
文
化
資
料
館
で

開
催
中
の「
自
分
展
」に
教
育
ビ

ル
ド
の
ブ
ー
ス
を
出
展
。
学
内
の

認
知
度
も
さ
ら
に
高
ま
っ
て
き
た
。

7
月
に
は
教
員
採
用
試
験
前
の
一

区
切
り
と
し
て
、50
人
規
模
の
教

育
ビ
ル
ド
を
計
画
し
て
い
る
。「
初

め
て
の
人
に
も
参
加
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
。さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

飛
び
交
い
、新
た
な
発
見
を
得
ら

れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

学校教育学部
言語系コース4年

曽
そ

雌
し

竜
りょう

太
た

さん

平成4（1992）年、愛知県生
まれ。3歳からサッカーを始め、
高校3年生の時にはインター
ハイに出場した。1浪後の23
（2011）年に入学。NPO
法人生涯学習サポート兵庫
のボランティアスタッフ、兵
庫冒険教育のファシリテー
ターなどを務め、学内でも昨
春から教育について語り合
う場「教育ビルド」を始めた。

扌水曜20：00から附属図書館で
開催。学部生も院生も自由に参
加できる

みんなで
教育について
語り合い
学びを高めたい

キラリな人
shiny person

Kyoiku-Shigosen09



↓ ※学内に親しい友達がいると回答した者のみ
親友はどのような関係の人か（複数回答可）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90（%）

39.0%

63.9%

21.6%

30.2%

21.9%

36.7%
23.5%

64.4%
12.2%

18.9%
7.7%

5.8%
5.3%

3.6%
0.5%

78.7%

出身地を共通にする仲間

寮や下宿の仲間

ゼミナールや研究室の仲間

同じ講義に出てノートや参考書を�
貸し借りしている仲間

課外活動の仲間

アルバイトの仲間

その他

無回答

データで見る兵教生hyokyo's data

1年生の時のセミナー合
宿で出会い、夜遅くまで
語り合ったのが付き合い
の始まりです。キャンパス
では授業や食事など行
動を共にし、寄宿舎に戻
ってからもどちらかの部屋
でゲームをして遊んでいま
す。睡眠以外のほとんど
の時間は一緒にいるよう
な感じです。もちろん、勉
強の面でも刺激し合い、
また、相談相手としても
最も信頼できる存在です。

私たちは寄宿舎の歓迎会で知
り合い、仲良くなりました。休日
は三田のアウトレットで買い物
をしたり、京都へ遊びに行った
りと楽しく過ごしています。趣
味や嗜好に共通点が多く、一
緒にいると新しい発見がたくさ
んあり、とても面白いです。ま
た、どちらかが風邪をひいて寝
込んだ時には、もう一人が食
べ物を買いに行くようにしてい
ます。勉強のことも恋愛のこと
も、何でも腹を割って話せます。

大学院という未知の世界に少し不安を抱いていた入学当初、
どちらからともなく声を掛け、同じ中国地方出身（原田:山口県、
髙濵:鳥取県）ということで緊張がふっと和らいだのを覚えていま
す。上級生が開いてくれた歓迎会で話した時、互いの経歴でつ
ながっている部分があると分かり、一気に仲良くなりました。今
では自主的な学びのパートナーとして、かけがえのない存在です。

出
身
地
が
近
い
の
は

心
強
い
共
通
点

遊
び
も
勉
強
も

最
良
の
パ
ー
ト
ナ
ー

趣
味
や
嗜
好
が

似
た
者
同
士

■ 学部生　

■ 大学院生

～第11回（平成24年度）学生生活実態調査報告書から検証～

大学院
専門職学位課程
学校経営コース2年

髙
たか

濵
はま

禎
よし

彦
ひこ

さん

学校教育学部
言語系コース4年

東
あずま

航
こう

生
き

さん

大学院修士課程
臨床心理学コース1年

橋
はし

本
もと

紗
さ

波
なみ

さん

学校教育学部
社会系コース4年

坂
ばん

東
どう

宏
ひろ

紀
き

さん

大学院修士課程
文化表現系教育コース
［芸術系教育分野（音楽）］1年

唐
から

澤
さわ

志
し

瑞
ず

香
か

さん

大学院
専門職学位課程
学校経営コース2年

原
はら

田
だ

隆
たか

史
し

さん

　
「
親
友
は
ど
の
よ
う
な
関
係
の
人
か
」を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、学
部
生
は「
課
外
活
動
の
仲
間
」（
64
％
）、

「
寮
や
下
宿
の
仲
間
」（
64
％
）が
高
く
、「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

や
研
究
室
の
仲
間
」（
22
％
）は
低
い
。こ
の
結
果
は
、学

部
生
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
色
濃
く
反
映
し
て
お
り
、ク

ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、寄
宿
・
下
宿
生
活
で
の
つ
な
が

り
か
ら
仲
が
深
ま
る
よ
う
だ
。

　

一
方
、大
学
院
生
は「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
研
究
室
の
仲
間
」

（
79
％
）が
ダ
ン
ト
ツ
で
、次
位
の「
寮
や
下
宿
の
仲
間
」

（
30
％
）と
は
50
ポ
イ
ン
ト
近
い
開
き
が
あ
る
。こ
ち
ら

は
研
究
活
動
を
通
し
て
交
友
を
育
む
ケ
ー
ス
が
多
い
と

い
え
る
。

親友とのつながり
親
密
に
な
る
理
由
は

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
り

10Kyoiku-Shigosen



MUSIC

BOOK

MOVIE

SPOT

ワタシのイチオシ
心に残る映画、つい口ずさむ音楽、
行きつけのスポットや思い出の一冊。

みんなにも薦めたい私のお気に入りを紹介。

楽しい前半から一変
後半は胸を打たれます

音楽好きが集う
学園道路で一番熱い店です

外国人とは思えない
美しい日本語の発音に驚きです

古
い
家
の
床
下
に
暮
ら
す
小

人
一
家
を
描
い
た
ジ
ブ
リ

作
品
。暮
ら
し
に
必
要
な
物
は
人

間
の
家
か
ら
借
り
て
く
る
小
人
の

少
女
、ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
は
好
奇
心
と

伸
び
や
か
な
感
性
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
ま
す
。人
間
の
少
年
と
心
を

通
い
合
わ
せ
て
も
、生
き
る
た
め

に
小
人
一
家
は
旅
立
た
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。前
半
の
自
給
自
足

で
生
き
る
楽
し
さ
、後
半
の
絶
滅

の
危
機
に
瀕ひ

ん

す
る
小
人
た
ち
の
哀

れ
さ
が
対
照
的
に
描
か
れ
て
い
ま

す
。借
り
暮
ら
し
の
小
人
の
姿
は
、

自
然
と
共
に
生
き
る
人
間
本
来

の
在
り
方
を
思
わ
せ
、現
代
人
の

欲
望
優
先
の
生
活
ぶ
り
を
見
つ
め

直
さ
せ
ま
す
。

加
東
キ
ャ
ン
パ
ス
と
社
高
校

の
ち
ょ
う
ど
中
間
辺
り
、

学
園
道
路
沿
い
の
屋
台
村
に
あ

る
カ
フ
ェ
バ
ー
で
す
。カ
レ
ー
ラ
イ

ス
や
タ
コ
ラ
イ
ス
が
人
気
で
、週

末
の
夜
を
中
心
に
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

音
響
機
材
が
充
実
し
て
お
り
、

本
格
的
な
ラ
イ
ブ
が
で
き
る
飲

食
店
と
し
て
、加
東
市
内
で
は
貴

重
な
存
在
で
す
。フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
イ
ベ
ン
ト
や
出
演
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
、

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

美
し
い
ハ
イ
ト
ー
ン
ボ
イ
ス

で“
台
湾
の
ス
ー
ザ
ン
・
ボ

イ
ル
”の
異
名
を
取
る
リ
ン
・ユ
ー

チ
ュ
ン
。カ
バ
ー
ア
ル
バ
ム「B
allad 

S
how

」の
中
で
、特
に
お
薦
め
な
の

が「F
irst Love

」で
す
。

　

台
湾
の
東
日
本
大
震
災
支
援
番

組
で
こ
の
曲
を
歌
っ
て
い
る
の
を
動

画
サ
イ
ト
で
見
て
、初
め
て
彼
の
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。宇
多
田
ヒ
カ
ル

の
曲
を
完
璧
に
歌
い
き
る
歌
唱
力

と
美
し
い
日
本
語
の
発
音
に
非
常

に
感
動
し
ま
し
た
。

　

最
近
は
、日
本
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

番
組
の
カ
ラ
オ
ケ
バ
ト
ル
で
も
圧

倒
的
な
歌
唱
力
を
見
せ
つ
け
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「

読
み
聞
か
せ
」と
い
え
ば
絵
本
、

絵
本
と
い
え
ば
幼
稚
園
や

保
育
所
を
浮
か
べ
る
人
は
多
い
で

し
ょ
う
。し
か
し
、「
な
ぜ
読
み
聞
か

せ
は
幼
稚
園
や
保
育
所
で
し
か
し

な
い
の
?
」と
聞
か
れ
て
、皆
さ
ん
は

答
え
ら
れ
ま
す
か
。

　

本
書
は「
読
み
聞
か
せ
は
幼
児
に

対
し
て
行
う
も
の
」と
い
う
先
入
観

を
壊
し
て
く
れ
ま
す
。実
践
例
が

多
く
紹
介
さ
れ
て
お
り
、驚
く
べ
き

こ
と
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
小
学
校

で
の
事
例
で
す
。読
ん
だ
そ
の
日
か

ら
教
師
力
が
ア
ッ
プ
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

借りぐらしのアリエッティ（DVD）
発売元／ウォルト・ディズニー・スタジオ・ジャパン

Ⓒ2010 GNDHDDTW　4,700円（税抜）

リン・ユーチュン
「Ballad Show」
発売元／ユニバーサルミュージック合同会社

読み聞かせが子どもの成長に
いかに大切かが分かります

笹倉剛
感性を磨く「読み聞かせ」－子どもが変わり学級が変わる
北大路書房

学校教育学部
生活・健康系コース4年

藤
ふじ

原
わら

涼
りょう

二
じ

さん
大学院修士課程
文化表現系教育コース
［言語系教育分野（国語）］1年

王
おう

月
げつ

さん（中国）

学校教育学部
生活・健康系コース3年

木
きの

下
した

柚
ゆ

里
り

さん
学校教育学部
幼年教育系コース4年

森
もり

達
たつ

也
や

さん

Live & Bar「Fuzzy」
加東市藤田944-61 20795・42・0600

19:00〜24:00 火曜休
http://www.facebook.com/fuzzy.music.kato
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兵教生のボランティア活動 in 県立やしろの森公園（加東市）

昨
年
4
月
に
加
東
キ
ャ
ン

パ
ス
の
大
学
会
館
3
階

に
オ
ー
プ
ン
し
た「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
ボ
ラ
ス
テ
）」

は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関

す
る
情
報
の
発
信
拠
点
だ
。ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
や
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
な
ど
多
種
多

彩
な
募
集
チ
ラ
シ
が
掲
示
板
を

埋
め
、相
談
コ
ー
ナ
ー
に
は「
自

分
に
で
き
る
活
動
は
な
い
か
」

と
、初
め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

意
欲
を
見
せ
る
学
生
が
頻
繁
に

や
っ
て
来
る
。

　
「
長
期
に
わ
た
り
子
ど
も
と

関
わ
れ
る
活
動
が
い
い
の
で
す

が
」と
言
う
田
中
翔
さ
ん（
学
部

2
年
）に
、ス
タ
ッ
フ
の
赤
松
幸

子
さ
ん
が
薦
め
た
の
は
県
立
や

し
ろ
の
森
公
園（
加
東
市
）が
主

催
す
る「
里
山
体
験
教
室
ジ
ュ

ニ
ア
」の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
。
同
教

室
は
、小
学
4
年
生
か
ら
6
年

生
が
1
年
を
通
し
て
自
然
に
親

し
む
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
体
験
す
る
と
い
う
も
の
。「
4

月
か
ら
来
年
3
月
ま
で
毎
月
1

回
開
か
れ
ま
す
。公
園
の
指
導

員
の
方
が
親
切
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
く
れ
る
の
で
、初
め
て
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
最
適
だ
と
思
い

ま
す
」と
赤
松
さ
ん
。

　

4
月
26
日
、今
年
度
第
1
回

の
教
室
に
は
兵
教
生
11
人
が
集

ま
っ
た
。
兵
教
生
が
参
加
す
る

よ
う
に
な
っ
て
8
年
目
。「
こ
ん

な
に
来
て
く
れ
た
の
は
初
め
て

で
す
ね
」と
同
公
園
理
事
で
指

導
員
の
大
西
泰
則
さ
ん
が
目
を

丸
く
す
る
。

　

さ
ら
に
、今
回
初
め
て
現
職

教
員
の
大
学
院
生
の
名
前
も
。

愛
媛
県
の
小
学
校
教
員
で
あ

る
川
上
梓
さ
ん（
修
士
課
程
1

年
）は「
学
校
現
場
を
離
れ
て
い

る
間
、勘
が
鈍
ら
な
い
よ
う
子

ど
も
と
触
れ
合
う
機
会
を
持

と
う
と
思
い
ま
し
た
」と
理
由

を
語
る
。

　

こ
の
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
園

内
の
主
な
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る「
や

し
ろ
の
森
探
険
」。
大
西
さ
ん

を
先
頭
に
、一
行
は
田
ん
ぼ
へ
と

向
か
う
。「
こ
の
魚
の
よ
う
な
体

に
手
足
が
生
え
た
生
き
も
の
を

知
っ
て
い
る
か
な
」と
大
西
さ
ん

が
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
入
っ
た
容

器
を
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
る
と
、

す
か
さ
ず
馬
越
浩
彰
さ
ん（
専

門
職
学
位
課
程
3
年
）が「
何

兵庫教育大学と地域の交流ページ

うれしの
交差点

ureshino scramble

➡田中さん（右）と福岡麻衣さん（学部2年）。相談員に活動できる時間帯
やマイカーの有無などを伝えると、条件に合ったボランティアを探してくれる

➡自然観察が好きという矢田部恵美さん
（学部1年）は興味津々でチラシを見る

扌二木唯斗さん（修士課程1年）は仲良くなった子どもと七輪でシイタケを焼く 扌子どもたちとシイタケを採取する窪野早紀さん（学部4年）

多
く
の
学
生
が
ボ
ラ
ス
テ
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
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うれしの掲示板

公開講座の受講生を募集
日＝開講日時　所＝場所　対＝対象　定＝定員　¥＝受講料　〆＝締め切り

◎申し込み・問い合わせ
兵庫教育大学社会連携事務室
 0795・44・2053　  0795・44・2320
 office-renkei-r@hyogo-u.ac.jp

アクアスポーツ&水あそび教室
サーフボードを使ったリレーや子ども用にルールを簡単にした水球など、さまざ
まなアクアスポーツと水あそびを楽しみます。
日 7月26日㊏13:00〜15:00　所 加東キャンパス（プール）　対 小学4
〜6年生 ※25メートル以上泳げること　定 30人　¥  無料（別途傷害保険料
100円程度）　〆 7月4日㊎まで（先着）

絵画制作
着衣人物と静物の2点の絵画制作を通し、材料や技法についての知識を
深め、表現や創作の楽しさを味わいます。
日 9月20日㊏、21日㊐、27日㊏、28日㊐10:00〜16:00（昼休憩1時
間含む）〈全4回〉　所 加東キャンパス（芸術棟）　対 一般　定 20人　�
¥  8,800円　〆 9月1日㊊まで（先着）

や
ろ
、見
た
こ
と
な
い
よ
な
あ
」

と
合
い
の
手
を
入
れ
る
。「
み
ん

な
の
視
線
を
大
西
さ
ん
に
向
け

た
い
時
は
声
を
掛
け
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
」。さ
す
が
補
助
員

歴
3
年
目
の“
ベ
テ
ラ
ン
”だ
。

　

一
方
、初
参
加
の
学
生
は
子

ど
も
た
ち
の
興
味
を
引
い
た
り
、

注
意
を
促
し
た
り
す
る
言
葉
を

な
か
な
か
発
せ
ら
れ
な
い
。「
輪

か
ら
外
れ
が
ち
な
子
ど
も
に
、

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
何
と
言
え

ば
い
い
の
か
難
し
い
で
す
ね
」と

中
瀬
美
稀
さ
ん（
学
部
1
年
）は

苦
笑
い
を
浮
か
べ
る
。

　

子
ど
も
が
帰
っ
た
後
の
振
り

返
り
の
時
間
、学
生
た
ち
は
今

回
の
反
省
点
と
次
回
に
向
け
て

の
課
題
を
語
り
合
っ
た
。大
西

さ
ん
は「
将
来
の
予
行
演
習
だ

と
思
っ
て
、子
ど
も
の
様
子
を

注
意
深
く
観
察
し
、ど
ん
ど
ん

積
極
的
に
動
い
て
く
だ
さ
い
ね
」

と
言
葉
を
送
っ
た
。

　

ボ
ラ
ス
テ
に
は
連
日
、学
生

の
力
を
借
り
た
い
と
い
う
団
体

等
か
ら
依
頼
が
舞
い
込
み
、新

た
な
募
集
チ
ラ
シ
が
張
り
出
さ

れ
る
。「
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
」

「
成
長
の
機
会
に
し
た
い
」。学

生
は
前
向
き
な
気
持
ち
を
抱
い

て
掲
示
板
に
目
を
凝
ら
す
。

➡子どもたちにタンポポの綿毛を説明する大西さん。
子どもの態度をチェックするのもアシスタントの仕事だ

扌学生たちは活動を振り返り、口々に反省点を語り合った

教材文化資料館平成26年度前期展
「第一回兵教大 自分展」
「自分（たち）を展示す
る」をテーマに、6個人・
グループが研究や課
外活動の取り組みなど
を紹介。子どもが楽しめ
る実験装置の体験コ
ーナーもあります。

開催期間／8月29日㊎まで
場所／教材文化資料館（附属図書館内）
開館時間／8:30〜22:00、土曜・日曜・祝休日10:00～17:00
休館日／8月13日㊌～16日㊏
※�臨時休館する場合があるので、附属図書館のホームページなどで確認し
てください

問兵庫教育大学教材文化資料館  0795・44・2362

社会貢献活動に功績を挙げた
米田豊教授と加藤久恵准教授を表彰
兵庫教育大学の発
展に多大なる貢献を
したとして、米田豊教
授（写真右）と加藤久
恵准教授（左）を表彰
しました。
◎被表彰者
▶スクール・パートナ
ーシップ事業を通した
社会貢献における多
大な功績／米田豊教授（授業実践開発コース）、加藤久恵准教授（小
学校教員養成特別コース）
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現場の課題にお答えします！
question & answer

campus topics

子どもが長時間にわたって
ネットやゲームをしていると、
保護者から相談を受けました。

学校はどう対応すればいいですか。

濵中准教授と加藤准教授が
学会奨励賞を受賞

吉水教授が
日本地理学会賞を受賞

博士課程の瀧井さんが
不安障害学会学術大会で受賞

　吉水裕也教授（授業実践開発コース）が
2013年度日本地理学会賞（地理教育部門）を
受賞した。同賞は、地理教育の研究または普及
や発展に顕著な功績を残した個人に贈られるも
の。吉水教授は
「皆さまに支え
ていただいたお
かげと感謝して
おります。残念
ながら授賞式
には出席でき
ませんでしたが、
喜びをかみしめ
ております」とコ
メントした。

　第6回日本
不安障害学会�
学術大会で、
全国から寄せら
れた演題の中
から博士課程
3年の瀧井美
緒さんの「外傷
後ストレス症�
状および対処
行動に対する理解についての検討─トラウマ体
験の有無による比較─」がポスターセッションに
進む67演題の一つに選ばれ、審査の結果、若手
優秀演題賞を受賞。瀧井さんは一昨年に続いて
2度目の受賞となった。

　濵中裕明准教授（認識形成系教育コース［自然系
教育分野（数学）］）と加藤久恵准教授（小学校教員
養成特別コース）が共著論文「高校における構造指
向の数学的活動に関する考察」で、全国数学教育学
会の平成25年度学会奨励賞を受賞。同賞は優れた
研究実績を挙げた若手研究者に贈られるもので、濵
中准教授は「数学から数学教育への歩み寄りを続け
てきたことが実り、うれしく思います」と喜びを語った。

長
時
間
の
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム

が
生
活
習
慣
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
、改
善
に
は
少
し

時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
、そ
う
い
う
子
ど
も
の
学

校
生
活
で
の
支
障
を
把
握
し
て

み
ま
し
ょ
う
。例
え
ば
、遅
刻
す
る
、

授
業
中
に
居
眠
り
を
す
る
、忘
れ

物
が
多
い
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

学
校
生
活
を
送
る
上
で
必
要
な

睡
眠
や
翌
日
の
準
備
に
充
て
る
べ

き
時
間
が
、ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
に
奪

わ
れ
て
い
る
か
ら
起
こ
る
の
で
す
。

人
間
関
係
が
う
ま
く
築
け
な
い
子

ど
も
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
子
ど
も
に
対
し
て
、教

員
が
で
き
る
一
つ
目
の
方
法
は「
子

ど
も
を
直
接
育
て
る
」で
す
。上
手

な
時
間
の
使
い
方
を
授
業
で
子
ど

も
と
一
緒
に
考
え
る
の
で
す
。ま
た
、

教
員
が
感
じ
る
悲
し
さ
を
直
接
子

ど
も
に
伝
え
た
り
、た
ま
に
は
叱
っ

た
り
、少
し
で
も
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
を
褒
め
た
り
し
な
が
ら

自
信
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

た
だ
、一
時
的
に
良
く
な
っ
て
も
、

ま
た
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
多
い

で
す
よ
ね
。な
ぜ
な
ら
、生
活
習
慣

が
ま
だ
改
善
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で

す
。そ
こ
で
、大
切
な
こ
と
は
二
つ

目
の
方
法「
保
護
者
と
一
緒
に
育

て
る
」で
す
。教
員
は
生
活
習
慣
に

つ
い
て
直
接
指
導
が
で
き
ま
せ
ん
。

子
ど
も
が
困
っ
て
い
る
様
子
を
保

護
者
に
伝
え
、保
護
者
と
共
に
改

善
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、「
ネ
ッ
ト
」と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、ネ
ッ
ト
社
会
で

の
過
ご
し
方
の
指
導
も
し
た
い
も

の
で
す
。ネ
ッ
ト
社
会
は
目
に
見
え

な
い
世
界
で
す
。目
に
見
え
る
現

実
に
例
え
て
指
導
す
る
こ
と
が
分

か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。長
時
間

ネ
ッ
ト
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

お
そ
ら
く
子
ど
も
だ
け
で
や
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。そ
れ
は
、

多
く
の
見
知
ら
ぬ
人
が
行
き
交
う

知
ら
な
い
世
界
に
子
ど
も
が
一
人

で
置
き
去
り
に
さ
れ
た
こ
と
と
同

じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

学
校
生
活
で
困
り
始
め
た
と
い

う
こ
と
は
、子
ど
も
に
と
っ
て
ピ
ン

チ
な
の
で
す
が
、新
し
い
こ
と
を
学

ば
せ
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
見
方
で
一
緒
に
成
長

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

兵庫教育大学附属小学校教諭（情報教育担当）

中
なか

尾
お

通
みち

孝
たか

キャンパストピックス
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学 長 室 か ら

加
か

治
じ

佐
さ

哲
てつ

也
や

学長

兵 庫 教 育 大 学 の
研究者 養成
　学校教育や教師教育に関わる研究者の養成は、兵庫教育大学の重要な使命の一つです。従前は、研究者養成

は本学の本来の役割として必ずしも明確に意識されていたわけではありませんが、結果として、大学院修士課程の現

職教員の修了生の中には、教員養成大学や学部の教職課程を担当している方が相当数います。最近は、教職大学

院に関わっている修了生に各地で出会うことが多くなっています。また、全国各地の教育センターで学校教育や教員

研修の研究に取り組んでいる方もたくさんおります。

　現在は、研究者養成を「学校教育に関する理論と実践を融合した研究（教育実践学）を推進し、優れた研究者を

養成します」との表現でミッションに位置付けています。文科省と協議して作成した「ミッションの再定義」（平成25年

12月公表）の中に、「連合学校教育学研究科（博士課程）では、教育実践学コンピテンシーに基づいて、新しい教

員養成教育を担う優れた実践的研究者を養成する」と明記されたように、研究者養成は主に連合大学院博士課程

（兵庫教育大学を基幹校として上越教育大学、岡山大学、鳴門教育大学で構成）において遂行されます。

　本学博士課程の研究者養成の特色は、ミッションに明らかなように、教育実践学を推進する研究者の養成である

ことです。教育実践学とは、学校教育の実践事例を理論によって意味付ける、再解釈する、あるいは分析するなりし

て、新たな実践を創る、また創られた実践の積み重ねによって新たな理論を開発する研究です。このような教育実践

学を推進する力量を身に付けた研究者は、特にこれからの日本の教師教育において有用性が高いといえます。

　一昨年8月の中教審答申と、その中の当面の改善策を検討した昨年10月の協力者会議報告書が契機となって、

教職大学院を中心とした大学院での教員養成教育が拡充されようとしています。大学院修了の新人教員は、高い専

門性と実践的指導力を備えたより即戦力に近い人材でなければなりません。そのために、大学院のカリキュラムには、

高度な専門的内容とともに、長期間の実習や初任者研修的内容が含まれる必要があります。こうしたカリキュラムの

担当者は教育実践学の研究者が最適といえるでしょう。

　大学院における教員養成教育は即戦力に近い新人教員の養成が目的ですので、大学教員には自ずと、高度な研

究能力に加えて、学校現場の実務に通じていることが求められます。また、こうした大学教員であれば、学校教育実践

上の課題解決やそのための力量形成を求めて大学院に学び直しに来る現職教員のニーズにもより的確に応えるこ

とができるでしょう。

　入学者の多くが初等・中等教育学校の教員経験者であることも、本学博士課程の特色です。彼らが実務経験の

上に、研究能力を修得してこうした新しい教師教育を担うことが期待されます。もちろん、実務経験のない博士号取

得者も貴重な人材であり、大学入職後に現場経験を積む仕組みもつくられる必要があります。

　このような教師教育分野の大学教員像の変化が影響しているのかもしれませんが、最近とくに現職教員の博士課

程受験者が増えています。今後の教師教育では教育実践学の研究者へのニーズがますます高くなると思われますの

で、博士課程の入学定員増を検討しているところです。
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兵庫教育大学
からの
お知らせ

information

＝問い合わせ先　 ＝申し込み先

8月選抜
◦出願期間　7月10日㊍～18日㊎（必着）
◦試験日　8月16日㊏（筆記・口述）
◦合格者の発表　9月5日㊎10:00

11月選抜
◦出願期間　10月9日㊍～17日㊎（必着）
◦試験日　11月15日㊏（筆記・口述）
◦合格者の発表　11月28日㊎10：00

2月選抜
◦出願期間　27年2月5日㊍～13日㊎（必着）
◦試験日　27年2月28日㊏（筆記・口述）

◦合格者の発表　27年3月13日㊎10：00
※各選抜とも出願状況によっては試験日の翌日

にも試験を行う場合があります

※昼間クラスと夜間クラスのあるコースは昼夜開

講制です。昼間クラスは加東キャンパスで、夜間

クラスは主に神戸ハーバーランドキャンパス（神

戸市中央区）で開講します（昼間、夜間の区別が

ないコースは全て昼間クラスです）

入試課
 0795・44・2067　  0795・44・2069
 office-nyushi-t@hyogo-u.ac.jp

大学院学校教育研究科 
説明会
大学院学校教育研究科（修士課程、専門職
学位課程）の教育課程や専攻・コースの概要
などについて説明します。個別相談や修了生・
在学生の体験談を紹介する時間も設けます。
◦開催日 ※いずれも13：30から

加�東キャンパス�
10月4日㊏�
※午前中に施設見学（希望者のみ）を実施

神戸ハーバーランドキャンパス（神戸市中央区）�
7月5日㊏、9月6日㊏、13日㊏、27年1月
24日㊏、31日㊏

梅�田センタービル（大阪市北区）�
9月27日㊏、27年1月10日㊏

AP品川京急第2ビル（東京都港区）�
　9月27日㊏
福�岡朝日ビル（福岡市博多区）�
9月20日㊏

企画課
 0795・44・2359　  0795・44・2009
 office-kaikaku-t@hyogo-u.ac.jp

大学院入学相談室
大学院学校教育研究科（修士課程、専門職
学位課程）への入学希望者を対象に電話、フ
ァクス、メールで相談を受け付けます。
◦開設期間 ※いずれも平日のみ

　8月選抜　	 7月7日㊊まで
	 11月選抜　9月5日㊎～29日㊊�
2月選抜	 27年1月5日㊊～2月2日㊊

企画課
 0795・44・2359　  0795・44・2009
 office-kaikaku-t@hyogo-u.ac.jp

�平成26年度 
学校教育学部 
オープンキャンパス
受験生や保護者、高校の進路指導担当者な
どを対象に開催します。
◦日時　7月20日㊐11:00～16:00（受付
10:30～）
◦場所　加東キャンパス

入試課
 0795・44・2067　  0795・44・2069
 office-nyushi-t@hyogo-u.ac.jp

平成27年度 
大学院学校教育研究科学生募集
27（2015）年度の入学生を8月選抜、11月選抜、2月選抜の3回に分けて募集します。

修士課程▶200人

◆人間発達教育専攻 クラス 8月選抜 11月選抜 2月選抜

教育コミュニケーションコース
昼間 7人 3人 若干人

夜間 若干人 若干人 若干人

幼年教育コース
昼間 7人 3人 若干人

夜間 若干人 若干人 若干人

学校心理・発達健康教育コース
昼間 10人 5人 若干人

夜間 若干人 5人 若干人

臨床心理学コース
昼間 20人 10人 若干人

夜間 ― 10人 若干人

◆特別支援教育専攻

障害科学コース 15人 5人 若干人

特別支援教育コーディネーターコース 8人 2人 若干人

◆教育内容・方法開発専攻

認識形成系
教育コース

社会系教育分野
昼間 12人 5人 若干人

夜間 若干人 若干人 若干人

自然系教育分野（数学、理科）
昼間 12人 6人 若干人

夜間 若干人 若干人 若干人

文化表現系
教育コース

言語系教育分野（国語、英語）
昼間 14人 6人 若干人

夜間 若干人 若干人 若干人

芸術系教育分野（音楽、美術）
昼間 10人 5人 若干人

夜間 若干人 若干人 若干人

行動開発系教育コース 昼間 14人 6人 若干人
スポーツ健康系教育分野（保健体育） 　

応用生活系教育分野（技術・家庭、工業、情報） 　夜間 若干人 若干人 若干人

専門職学位課程（教職大学院）▶100人

◆教育実践高度化専攻 クラス 8月選抜 11月選抜 2月選抜

学校経営コース
昼間 14人 6人 若干人

夜間 若干人 若干人 若干人

授業実践開発コース
昼間 20人 10人 若干人

夜間 若干人 若干人 若干人

生徒指導実践開発コース
昼間 14人 6人 若干人

夜間 若干人 若干人 若干人

小学校教員養成特別コース 20人 10人 若干人
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★今号の「教育最前線」は「子

どもの体力低下」。ある研究に

よると、「幼・児童期に体力が

高かった子どもは成人してから

も体力が高い傾向にある」とさ

れています。つまり、「子どもの

時の体力は一生のからだをつ

くる」ということです。子どもの

運動への関心は、保護者の関

わり方によって変わるようです。

ご家庭で豊かなスポーツライフ

を築くきっかけになれば幸いで

す。（つ）★「データで見る兵教

生」では「親友」を取り上げまし

た。学部生は寄宿舎や課外活

動の仲間、大学院生は研究室

の仲間が上位を占めました。両

者のライフスタイルの差がここ

にも表れています。（や）

※バックナンバーは兵庫教育大

学ホームページでご覧ください

編 集 後 記

この印刷物は再生紙を使用しています。
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